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セミナーNo.４０４４０４
★高分子材料との複合化プロセスから量産可能な作製技術まで、
グラフェンを使った新しい材料の作り方！
グラフェンのコンポジット化技術と機能性付与
∼高導電性、高熱伝導性、高強度材料の開発と複合化素材としての利用技術∼
●日 時 平成２６年４月２５日（金） １１：００∼１６：２０ ●聴講料 1名につき５５，０００円（消費税抜き・資料・昼食付き） ●会 場 ［東京・五反田］技術情報協会 セミナールーム
〔１社２名以上同時申込の場合１名につき５０，０００円（税抜）〕
〔大学、公的機関、医療機関の方には割引制度（アカデミック価格）があります。詳しくはお問い合わせください〕
1.2 複合化を効果的とする炭素原子１個の厚さの
グラフェンの形態及び表面の化学的特性
1.3 市場化を可能とする低コスト・量産可能なグラフェンの作製プロセス
１．グラフェンの高分子への複合化技術と機能性付与
（１１：００∼１２：３０）
(独)物質・材料研究機構 先端材料プロセスユニット
リサーチアドバイザー 工学博士 新谷 紀雄 氏
【講座概要】
グラフェンは炭素原子１個の厚さであるが、この薄いシートが高強度、高導電性、
高熱伝導性などの特性・機能をもつ。複合化素材としては、グラフェン表面の修
飾基制御により、容易に溶液に分散させることができ、また、グラフェン同士の親
和性がよく、アスペクト比が大きいので、複合材料中でのネットワーク化が容易で
複合化効果が大きい。化学法により低コストで量産されるので、グラフェン複合材
料は市場性がある。
１．高分子材料の特性向上、機能付加、市場性をもたらす
複合化素材としてのグラフェン
1.1 グラフェンの複合化素材としての構造材料特性及び機能材料特性
２．酸化グラフェンの効率的作製・コンポジット化技術
（１３：１５∼１４：３５）
(株)ＫＲＩ 新機能性材料研究部
主席研究員 理学博士 在間 弘朗 氏
グラフェンとその酸化体である酸化グラフェンが話題となってずいぶんと時間が
経つが、これらが市場に登場する気配はまだない。本講座では、酸化グラフェン
の素性と応用するうえでの留意点、さらに有望と考えられている用途、特にコンポ
ジットについての現状と研究動向について述べる。
１．酸化グラフェンについて
1.1 酸化グラフェンの性質
1.3 応用分野
３．グラフェン/高分子複合材料の開発事例
3.1 高強度化高分子複合材料
3.2 導電性化高分子複合材料
3.3 高熱伝導性高分子複合材料
3.4 高性能グラフェン積層キャパシター
3.5 グラフェン/高分子複合材料開発の他の事例
２．化学的酸化による作製について
2.1 利点と問題点
2.2 酸化方法
2.3 精製方法
2.4 研究動向
３．酸化グラフェンを含むコンポジット
3.1 コンポジット化における問題点 3.2 コンポジット化方法
3.3 コンポジット例
3.4 コンポジットの機械的物性
3.5 研究動向
４．還元グラフェンについて
4.1 目的
4.2 還元方法
1.2 作製方法
1.4 研究動向
３．異種材料との複合形成によるグラフェンの高機能化
（１４：５０∼１６：２０）
２．グラフェン/高分子複合材料の作製プロセス
2.1 複合化素材としてのグラフェンの作製方法
2.2 溶液分散性を高めるグラフェン表面修飾方法
2.3 高分子材料との複合化プロセス
東京理科大学 工学部第一部 工業化学科
助教 博士(工学) 遠藤 洋史 氏
基礎・応用物理学から材料化学まで広範な分野においてグラフェンに関する研
究が活発に行われている。高いキャリア移動度や熱伝導性に加え、広大な比表
面積をもち機械的・熱的安定性に優れていることが特徴である。また酸化処理に
より得られる酸化グラフェン(GO)は種々の官能基導入が容易なため、その二次
元性に起因して化学的機能性を最大限に引き出すことができる。GOを種々の
半導体ナノ粒子触媒や貴金属ナノ粒子触媒の担持体として用いる研究も盛ん
である。本講座ではGOを基幹物質として、高分子修飾や各種ナノ粒子担持によ
る機能化について解説する。
１．グラフェン・酸化グラフェンの特徴
２．高分子修飾酸化グラフェンの機能
2.1 ポリイオンコンプレックス形成による成形加工
2.2 酸化チタンナノ粒子担持による光触媒特性
３．貴金属ナノ粒子担持によるグラフェンの機能
3.1 異形白金ナノ粒子の合成と担持
3.2 電極触媒特性
４．酸化グラフェン被覆コロイド粒子の機能
4.1 コロイド粒子への被覆と集積制御
4.2 多孔構造化によるキャパシタ特性
５．グラフェンとリンクルの接点から
5.1 微細リンクル加工技術
5.2 リンクルフィルムの応用
「グラフェン」セ ミ ナ ー 申 込 書
No.４０４４０４
事業所
事業部
会社名
住所
FAX
TEL
氏名
(ﾌﾘｶﾞﾅ)
e-mail
受講者１
受講者２
今後ご希望しない案内方法に×印をしてください
（現在案内が届いている方も再度ご指示ください）
４／２５
申込書に必要事項をご記入の上FAXにてお申込みください。
ホームページからも申込できます。http://www.gijutu.co.jp/
申込書が届き次第、請求書・聴講券・会場案内図をお送りいたします。
受講料は返金致しませんので、ご都合の悪い場合は代理の方がご出席くだ
さい。
〒
所属部課 役職名
4.3 研究動向
〔 郵送(宅配便) ・ FAX ・ e-mail 〕
ご記入いただいた個人情報は、セミナーの受付・運営や、今後の
ご案内のために利用いたします（セミナー講師の方へもお知らせ
いたします）。個人情報の詳しい取り扱いにつきましては、宛名の
用紙、又は下記URLをご参照ください。
http://www.gijutu.co.jp/doc/privacy.htm
ＦＡＸ 03‐5436-5080
〔申込専用〕
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